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ＮＯ．１６０ 

令和元年５月３１日 

横浜市立深谷中学校 

    『SDGｓの視点からの取組』 
 Sustainable Development  Goals   
      （ 持続可能な開発目標 ）                  

校 長  山本 一恵 

 

５月下旬は記録的な暑さとなる中、熱中症対策を万全にし、１年生が足柄での自然教室に行ってきまし

た。出発当日はよく晴れましたが、前日の大雨の影響で地面のコンディションが悪く、一日目は体育館での

ＰＡＡ活動となりました。しかし活動場所は問題ではなく、クラス全員が仲間のやっていることを自分事と

して受け止め、自分たちの壁を乗り越えるために果敢にチャレンジしていたそうです。仲間を信じて過ごし

た成果をこれからの学校生活に生かしてほしいと思います。 

２年生は今年度も職場体験を実施します。地域の皆様には、１年生の職業インタビューでもお世話になっ

ており、本当にありがとうございます。１年生から積み上げてきたキャリア教育の一環とした進路学習をさ

らに深めていき、生き方教育としています。このような体験を通して、早いうちから学習の目的を見つけら

れた生徒は、何かに躓いたときでも物事をあきらめずに頑張れるそうです。 

５月の朝会で、ＳＤＧｓの紹介をしました。そのあとの道徳の授業 

で、国連が作製したビデオを見て理解を深めることができたと思いま

す。「ＳＤＧｓは２０３０年までに世界で達成することを目指す１７分

野の目標のこと」です。「No one will be left behind.」(誰一人取り

残さない)をスローガンにして、１７の分野別目標とその目標を達成するための細かい１６９のターゲット

（達成基準）で構成されています。例えば、一つ目は「あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる」

という目標です。先日の道徳の授業で、「ＦＡＩＲＴＲＡＤＥ」を学習し、「児童労働」という現実がある

ことを学びました。世界には、小学生くらいの子どもが学校にも行けずに、家族を支えるために働いている

国があります。学校に行き、勉強をするのが当たり前の環境になっている日本で生活していると想像できな

いかもしれません。でもこれは一つの例にすぎません。こういう問題をどう受け止めるかが、皆さんにかか

っています。他人事とせずに、私たち一人ひとりが主体的に関わっていこうとすることが大事です。他者と

協調して目標を達成していこうとすれば、小さい力も大きくなって世界を持続可能にしていけます。 

 学校生活での学習、行事、部活動などを、そこにいる全員が協力して取り組むこと、まさにＰＡＡの活動

で体験してきた仲間づくりそのものです。一人ひとりの努力が学級の力になり、それが集まって学校の大き

な力になります。地球規模で考えれば小さな取組かもしれませんが、持続可能な世界にするための大きな基

盤になる始めの一歩だと私は思います。 

  

 

平成３１年（令和元年） 深谷中学校 人権標語 

あなたがくれた「ありがとう」次は私が誰かのために。 



 

 
  

 

                               実行委員長 

 

修学旅行実行委員長の原山栞です。4月23日～25日の2泊 3日で京都と奈良に行ってきました！ 

実行委員の活動で、コースを決めたり、観光地を調べたりしている時から、当日がすごく楽しみでし

た。当日、みんながどうしたらより楽しい修学旅行になるだろうと考えることがたくさんありました。

特に悩んだのは、持ち物や服装などルールです。厳しくしすぎても、楽しくなくなってしまうし、緩く

しても学校行事とは、離れてしまいます。なので、実行委員全員で放課後集まって、できるだけ良いル

ールを決めることができました。 

 当日も、みんなが楽しそうにしていて、今までやってきて良かったなと、うれしくなりました。 

修学旅行の後も、より仲良くなったように感じました。これからの行事が楽しみだなと思います。 

修学旅行で学んだことを、これからの行事に生かしていけるように、みんなで最高の学年にしていきま

しょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度 横浜市学力・学習状況調査結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体的に生徒は各教科について、学力層で見ると（全体をおおむね４分割して上位からA層B層C層D層と分けた場

合）C層D層の生徒が教科を問わず多く、基本的な内容が十分に身についていないということがわかります。 

教職員の授業改善はもちろん、基礎基本の定着のための家庭学習、スマートフォンの利用や朝食などの学力との相関が

強い生活習慣に関する部分など、様々な側面から改善を図っていく必要があります。学校と家庭が連携しながらこれから

の課題に向き合っていければと思います。 



 

 

 

 

 

 

５月１１日（土）第１回学校評議員会が開催されました。学校評議員とは… 

『学校評議員制度は、学校が保護者や地域住民等の信頼に応え、家庭や地域と連携協力して一体となって子どもたちの健

やかな成長を図っていく観点から、より一層地域に開かれた学校づくりを推進していくため、中央教育審議会の答申「今

後の地方教育行政の在り方について」(平成 10 年 9 月)を踏まえ、我が国で初めて地域住民の学校運営への参画の仕組み

を新たに制度的に位置付けるものである。』（文科省ホームページより抜粋）という趣旨の基、学校や地域の実情に応じて、

学校運営に関して、 

１ 保護者や地域住民等の意向を把握し反映すること 

２ 保護者や地域住民等の協力を得ること 

３ 学校運営の状況等を周知するなど学校としての説明責任を果たしていること 

ができるようにするものです。本校では次の方々が学校評議員に委嘱されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当日は、山本校長より本年度の学校経営方針について、続いて担当職員から本年度の学校行事予定等についての説明が

あり、その後、様々なご指導・ご意見をいただきながら、話し合いを行いました。 
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齋藤
さいとう

 武彦
たけひこ

（横浜市安全教育振興会 元理事長） ＜敬称略＞ 

＜主な話し合いの内容＞ 

○地域・家庭について 

・昔と今と、時代背景もあり生徒の気質はだいぶ変わってきていると思うが、ほんとに生徒は落ち着いているように 

見える。卒業生が成長して、子供ができて、地域の祭りや行事に親として参加している姿を見かけると、成長する 

んだなという感じとともに、そのような地域環境が今の落ち着いた生活の基盤になっている。 

・ハマ弁の利用率に関する問題がよく取り上げられてはいるが、多くの保護者の方が頑張って作られているという 

事実とともに、作ってあげたいけど作れないご家庭のことも考えながら、今後上手に運営できていけるとよい。 

○最近の子どもについて 

 ・学校帰りにコンビニにたまったり、みんなで公園に寄り道したり、そのようなことからの苦情的なものはほとんどなく、 

その光景すら見かけることも無くなった。その代わり、自宅でスマホや携帯をツールとして人との会話で仲間との 

付き合い方をしたり、テレビもほとんど見ないで、サイトから情報を得ているというのが多くなってきている。 

○教員の勤務時間について 

 ・「学校における働き方改革」が今、教育現場での大きな課題になっている。企業的には忙しすぎれば人を雇って 

仕事を分けたり、またそれに見合った報酬などで対応できるが、学校現場では難しいだろう。具体的なところでは 

業務内容の見直しとともに、部活動指導の在り方や、業務アシスタントの採用、留守番電話対応など、より具体的 

な手段を考えて今後も進めていくべき。 

  

他にも学校・地域・子ども等に関する様々な話題が話し合われました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※SC：スクールカウンセラー来校日 

 行事予定については、直前での変更を行う場合もございます。学年や学級からの連絡にもご注意 

いただけるようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の一言 

直接会って話すのが、お互いの

悪感情を一掃する最良の方法で

ある。 

(エイブラハム・リンカーン) 

職場体験(２年生) 

…修学旅行(３年生)・自然教室(１年生) 
 ２年生は６月１３日(木)の１日、職場体験が行われます。３年

生は４月末に関西方面の修学旅行、１年生は５月２２・２３日に

自然教室がすでに行われました。それぞれの学年にとってスター

トとなる大きな行事です。よい経験を積んでほしいと思います。 


